
カ
ル
ロ
ス
･
C
･
マ
ラ
ガ
リ
ー
ガ
著

｢
ア

ル
ゼ

ン

チ

ン
商
法
史
大
要

(
一
八

一
〇
年
1

一
九

六

〇
年
)
｣

Ca
r
to

s
C
.
M
a
la
g
ar
riga:R
e
s
ea
a

d
e

t
a

Le
gi
s

taci6n
C
o
m
erc
iat
A
r
g
e
n
tina
()
8)
0
-

)9
6
0
)
.

)9
61
.

B
u
e
n

os
A
ir
es

(R

oque

Depa
-

ma
)
.

そ
の
重
要
性
な
い
し
必
要
性
が
早
-
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

(例
え

ば
'
田
中
耕
太
郎
博
士
)
に
も

か

か

わ
ら
ず
'
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
含

め
'
ラ
テ
ン
･
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
制
は
わ
が
国
に
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
｡
そ
の
理
由
と
し
て
種
種
の
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
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る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
文
献
の
僅
少
、
又
は
わ
が
国
に
お
い
て
文
献

の
入
手
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
実
情
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
言

語
を
同
じ
く
す
る
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
同
旨
が
説
か
れ
る
。
S
o
l
a

C
a
n
i
z
a
r
e
s
:

I
n
i
c
i
a
c
i
c
n
a
i

d
e
r
e
c
t
i
o

c
o
m
p
a
r
a
d
o
'
B
a
r
c
e
l
o
n
a
.

1
9
5
4
｡

p
.
1
3
5
)

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
中
で
は
、
比
較
的

法
学
文
献
が
豊
富
で
あ
る
（
拙
著
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
律
書
概
説
」

五
八
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
）
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
商
法
史
に

関
す
る
書
物
は
乏
し
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
に
お
い
て
は
、
こ
こ
二
〇

年
間
、
そ
の
刊
行
例
は
本
書
の
他
に
な
い
。
こ
こ
に
本
書
を
紹
介
す
る

の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
で
あ
る
。

　
次
に
、
本
書
の
著
者
、
マ
ラ
ガ
リ
ー
ガ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
本

書
扉
頁
の
肩
書
き
に
L
a

P
l
a
t
a
大
学
名
誉
教
授
、
B
u
e
n
o
s

A
i
r
e
s

大
学
正
教
授
と
あ
り
、
別
著
（
T
r
a
t
乱
o
e
l
e
m
e
n
t
a
l

d
e

d
e
r
e
c
h
o

8
m
e
r
c
i
a
l
.

4

v
o
l
s
.

1
9
5
8
｡
の
第
一
巻
）
に
付
さ
れ
た
著
作
目
録
に

よ
れ
ば
、
そ
の
著
書
数
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
現
代
ま
で
、
商
法
を

主
と
し
て
延
七
〇
数
冊
に
達
し
て
い
る
。
又
、
一
九
五
九
年
の
会
社
一

般
法
草
案
の
起
草
に
も
あ
た
っ
て
お
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
可
成

り
年
配
で
、
長
老
的
存
在
の
代
表
的
商
法
学
者
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ

　
本
書
は
、
そ
の
表
題
を
、
一
八
二
〇
年
か
ら
二
九
六
〇
年
に
至
る
一

五
〇
年
間
に
わ
た
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
商
法
史
の
概
要
と
い
う
が
、
そ

の
内
容
は
、
そ
の
独
立
前
の
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
商
事
快
翔
の
概
説

か
ら
始
り
、
独
立
か
ら
約
一
五
〇
年
後
の
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
立
法

の
変
遷
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
最
近
の
立
法
の
動
き
の
紹
介
を
も
っ
て
終

っ
て
い
る
。
記
述
は
年
代
順
に
次
の
七
章
に
分
か
れ
る
。
次
に
そ
の
大

要
を
紹
介
し
よ
う
。

l

L
a
s
O
r
d
e
n
a
n
z
a
s
d
e
B
i
l
b
a
o
(
ビ
ル
バ
ォ
条
例
）

　
そ
の
独
立
前
の
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
商
事
法
制
を
概
説
す
る
。
現

在
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
中
心
部
を
占
め
る
L
a

P
l
a
t
a
地
方
へ
の
ス
ベ

イ
ン
人
の
植
民
、
お
よ
び
プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
市
の
建
設
は
一
六
世

紀
の
中
頃
か
ら
末
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
が
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス

に
領
事
裁
判
所
C
o
n
S
F
d
o
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
約
二

世
紀
後
の
一
七
九
一
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
領
事
裁
判
所
で
商
事
事
件
が

審
理
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
、
適
用
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
ビ
ル
バ

ォ
条
例
こ
七
三
七
年
）
で
あ
り
、
副
次
的
に
は
、
ｌ
ｅ
ｙ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｓ

や
、
F
y
d
Q
c
a
s
t
i
l
l
a
で
あ
っ
た
。

　
本
章
は
、
ス
ベ
イ
ン
統
治
下
、
こ
の
地
方
の
主
な
商
事
法
で
あ
っ
た

ビ
ル
バ
ォ
条
例
の
解
説
に
主
と
し
て
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ
図
}
D
e
r
e
c
h
o

I
n
t
e
r
m
e
d
i
o
(
中
間
期
の
法
律
）

　
本
章
で
は
、
そ
の
独
立
か
ら
商
法
典
制
定
ま
で
の
期
間
の
商
事
法
を

素
描
す
る
。

　
　
二
八
一
〇
年
五
月
二
五
日
、
ク
リ
ォ
ー
リ
ョ
た
ち
は
副
王
を
辞
職

さ
せ
、
副
王
事
に
対
す
る
戦
い
が
始
め
ら
れ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
本
国
か

ら
完
全
独
立
を
な
し
、
自
ら
は
「
ラ
・
プ
ラ
タ
諸
州
連
合
」
を
形
成
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
は
ニ
ハ
一
六
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
期
間
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は
不
安
定
の
時
代
で
あ
っ
た
。
）
若
干
の
事
項
に
つ
い
で
法
令
が
制
定

さ
れ
た
も
の
の
、
商
法
全
般
に
つ
い
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
商
法

典
編
纂
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
草
案
も
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
当
時
の
政
治
情
勢
に
よ
り
、
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
。

　
以
上
の
立
法
面
に
対
し
、
実
際
面
で
は
、
そ
の
職
務
権
限
の
範
囲
が

縮
少
は
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
も
の
の
、
領
事
裁
判
所
は
依
然
存
続

し
て
い
た
（
一
八
六
三
年
廃
止
）
。

　
他
方
、
旧
母
国
ス
ベ
イ
ン
で
は
、
こ
の
時
代
、
S
a
i
n
z

d
e
A
n
d
i
n
o

草
案
に
基
づ
き
、
一
八
二
九
年
そ
の
初
の
商
法
典
が
制
定
さ
れ
た
が
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
実
際
界
で
も
、
そ
の
大
部
分
の
規
定
が
事
実
上
行
な

わ
れ
、
あ
る
州
(
だ
F
乱
o
M
）
の
如
き
は
商
事
裁
判
所
は
ス
ペ
イ
ン
商

法
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
法
律
に
う
た
っ
た
程
で
あ
っ
た
。

m

c
乱
i
f
i
c
a
c
i
o
n
（
法
典
編
纂
）

　
　
（
独
立
達
成
後
、
程
な
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
連
邦
制
主
義
者
と
単

一
制
主
義
者
１
中
央
集
権
的
立
場
ｌ
と
の
争
い
が
あ
り
、
こ
れ
に

独
裁
的
政
治
家
の
悪
政
が
加
わ
り
、
混
乱
時
代
が
続
い
た
。
殊
に
、
一

八
五
二
年
プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
州
は
連
邦
か
ら
脱
退
し
、
七
年
間
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
政
府
と
パ
ラ
ー
ナ
を
首
府
と

す
る
残
り
の
一
三
州
の
連
邦
政
府
の
二
者
が
対
立
し
た
。
）

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
商
法
典
は
、
ま
す
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
州

の
法
典
と
し
て
制
定
さ
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
統
一
国
家
と
な
っ
て
か

ら
、
国
の
法
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
事
情
を
素
描

す
る
。

　
一
八
五
二
年
八
月
二
四
日
、
プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
、
法
典
草
案

起
草
委
員
会
設
置
の
命
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
商
法
を
含
む
、

法
典
編
纂
の
初
の
具
体
的
動
き
で
あ
っ
た
。
商
法
典
草
案
の
起
草
に
あ

た
っ
た
の
は
Ｖ
e
l
e
z

S
a
r
s
f
i
e
l
d
と
ウ
ル
グ
ァ
イ
人
｝
比
呂
応
0

A
c
e
v
e
d
o

で
あ
る
。
両
名
は
、
一
八
二
九
年
ス
ペ
イ
ン
商
法
、
一
八

〇
七
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
、
一
八
五
〇
年
ブ
ラ
ジ
ル
商
法
な
ど
を
参
考
と

し
て
「
純
粋
な
観
念
的
な
法
律
を
作
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
社
会
の

現
状
お
よ
び
商
業
の
最
近
の
進
歩
・
発
展
に
適
合
し
た
法
律
を
作
る
特

別
の
注
意
を
」
払
い
な
が
ら
、
草
案
を
作
成
、
一
八
五
七
年
に
政
府
に

提
出
、
国
会
の
審
議
を
経
て
、
一
八
五
九
年
Ｑ
{
C
乱
紅
O
d
Q
C
O
m
-

e
r
c
i
o

p
a
r
a

e
l

E
s
t
a
d
o
d
e

B
u
e
n
o
s

A
i
r
e
s
（
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ

ス
州
商
法
典
）
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
次
い
で
S
a
n
t
a

r
e
｡

E
n
t
r
e

R
i
o
s
両
州
も
本
法
典
を
採
用
し
た
が
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
州
が

連
邦
復
帰
に
す
る
と
、
初
の
国
会
で
一
八
六
二
年
、
本
法
典
は
C
ら
d
催
0

ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
r
c
i
o
d
e

l
a

R
e
p
u
b
l
i
c
a
(
共
和
国
商
法
典
）
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

Ⅳ

l
^
o
s

p
r
0
y
e
c
t
o
s

d
e

1
8
7
3
y
1
8
8
7
（
一
八
七
三
年
と
一
八
八
七

　
年
の
草
案
）

　
一
八
六
九
年
’
　
　

V
e
l
e
z

S
a
r
s
f
i
e
l
d
が
、
五
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
起
草

し
た
民
法
典
が
制
定
さ
れ
、
一
八
七
一
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
若
干
の
点
に
つ
い
て
、
商
法
典
を
民
法
典
の
規
定
に
調
和
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
民
法
典
の
施
行
に
先
立
っ
て
、
一
八
七
〇
年
に
任
命
さ
れ
た

一一一一-228



調
査
委
員
の
成
果
が
七
三
年
に
政
府
に
提
出
さ
れ
た
。

　
次
に
、
一
八
八
六
年
、
政
府
は
、
L
.

S
e
g
o
v
i
a
博
士
に
草
案
起
草
を

委
任
し
た
。
こ
れ
は
、
民
法
典
と
の
調
整
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
商

法
典
制
定
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
の
発
展
、
進
歩
が
法
典
の
改
正
を

必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
S
e
g
o
v
i
a
は
、
僅
か
一
五
〇
日
に
そ
の

仕
事
を
や
り
遂
げ
、
一
八
八
七
年
に
草
案
を
政
府
に
提
出
し
た
。

v

L
a

K
e
i
o
r
m
a

d
e

1
8
8
F
（
一
八
八
九
年
の
改
正
）

　
一
八
八
七
年
、
b
e
g
o
v
i
a
草
案
が
政
府
に
提
出
さ
れ
た
が
、
約
二
年

半
、
国
会
の
法
典
委
員
会
に
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、

委
員
会
は
商
法
改
正
の
原
案
と
し
て
、
S
e
g
o
v
i
a
草
案
を
採
用
せ
ず
、

現
行
法
（
当
時
の
）
に
若
干
の
改
正
を
加
え
た
だ
け
の
別
の
草
案
が
と

ら
れ
た
。

　
一
八
八
九
年
一
〇
月
五
日
、
商
法
典
は
、
法
律
第
二
六
三
七
号
と
し

て
制
定
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
委
員
会
草

案
は
、
商
法
の
規
定
中
、
実
際
上
の
不
便
が
甚
し
く
、
緊
急
改
正
を
要
す

る
も
の
、
さ
ら
に
商
法
典
制
定
後
約
三
〇
年
間
の
状
勢
に
と
も
な
う
必

要
な
改
正
を
含
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、
運
送
に
関
す
る
規
定
、
取
引

所
に
関
す
る
規
定
、
株
式
会
社
規
定
、
交
互
計
算
、
船
舶
抵
当
な
ど
、

改
正
、
新
設
さ
れ
た
規
定
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
制

定
当
時
に
お
い
て
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
法
律
上
、
経
済
上
の
現
実
の

要
請
に
応
え
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

Ⅵ

D
e
s
d
e
l
a
l
e
y

2
7
3
9
a

l
a

1
4
7
6
9
｡
（
法
律
第
二
七
三
九
号
か
ら

　
法
律
第
一
四
七
六
九
号
ま
で
）

　
本
章
の
内
容
は
表
題
の
通
り
。
そ
の
時
代
は
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九

五
八
年
の
約
七
〇
年
間
に
及
び
、
そ
の
間
の
主
要
な
立
法
を
羅
列
す

る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
年
代
を
基
準
と
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
、
一
九

三
〇
年
頃
、
お
よ
び
二
九
四
〇
年
以
降
に
三
分
さ
れ
、
こ
の
第
二
、
第

三
の
グ
ル
ー
プ
に
重
要
な
立
法
が
集
中
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
六

年
協
同
組
合
法
、
一
九
三
二
年
有
限
責
任
会
社
法
、
一
九
三
四
年
営
業

所
譲
渡
法
、
一
九
四
六
年
公
私
合
弁
会
社
法
な
ど
で
あ
る
。

　
次
に
、
外
資
な
い
し
外
国
企
業
の
比
重
の
大
き
さ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
も
含
め
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
経
済
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
、
一
九
一
四
年
社
債
法
が
英
法
の
浮
動
担
保
制
度
を
継

受
し
て
い
る
こ
と
、
一
九
三
二
年
の
有
限
責
任
会
社
法
制
定
の
理
由
の

一
つ
が
、
有
限
責
任
会
社
形
態
を
と
る
英
独
系
の
外
国
会
社
の
活
躍
に

あ
っ
た
事
情
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

Ⅶ

白
D
Q
3
吊
O

C
O
m
e
r
c
i
a
l

e
n

e
l
　
A
c
t
u
a
l

I
）
r
n
d
e
l

　
R
e
f
o
r
m
a
s

L
e
g
i
s
l
a
t
i
v
a
s
（
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商
法
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商
法
改
正
の
最
近
の
動
き
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
営
業
譲
渡
、
保

険
、
海
商
な
ど
の
部
門
に
及
び
、
既
に
法
案
が
政
府
も
し
く
は
国
会
に

提
出
さ
れ
た
も
の
、
又
は
調
査
会
で
調
査
中
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
著
者
が
そ
の
草
案
起
草
に
参
画
し
た
会
社
法
に
つ
い
て
、
そ
の
背

景
な
い
し
改
正
の
必
要
性
を
特
に
力
説
す
る
（
し
か
し
、
法
案
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
会
社
法
草
案
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
会
社
法
改
正
の
動
き
」
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
研
究
創
刊
号
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

-229-



　
本
書
は
、
元
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
立
法
一
五
〇
年
史
の
一
部
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
事

情
に
よ
り
、
独
立
の
単
行
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
叙
述
は
商
法
の
み
に
限
ら
れ
、
民
法
、
経
済
法
な
い
し
産
業
法

令
と
の
関
係
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
脚
注
が
詳
細
で
あ
る
と
は

い
う
も
の
の
、
叙
述
は
主
と
し
て
立
法
の
経
過
を
あ
と
づ
け
る
の
み

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
深
く
立
入
っ
て
い
な
い
し
、
判
例
の
変
遷
、

あ
る
い
は
重
要
な
学
説
の
展
開
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
点
は
、
恐
ら
く
他
の
著
者
に
よ
る
執
筆
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
点
は
他
の
書
物
な
ど
に
よ
り
補
な

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
の
商

事
立
法
の
沿
革
と
発
展
を
知
る
た
め
の
稀
少
な
文
献
の
一
つ
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
　
和
彦
）
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